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特別支援教育 

 

知的障害のある生徒がルールを守り生活に生かす力を育む生徒指導の在り方 
― 生徒指導規程を視覚的に理解させ，自らの行動と関連付けて考えさせる指導を通して ― 

 

広島県立福山北特別支援学校 大西 富幸 
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Ⅰ 主題設定の理由 
特別支援学校学習指導要領解説総則等編（高等

部）（平成21年，以下「21年解説」とする。）で

は，「高等部における生徒指導では，複雑化し，目

まぐるしい変化が続く社会において，人間として調

和のとれた発達を図りながら，自らの行動を選択

し，決定していくことのできる主体を育成するとと

もに，集団や社会の一員としてよりよい生活を築こ

うとする自主的，実践的な態度を身に付けさせ，将

来の社会生活の中で自己実現を果たすことができる

能力や態度の育成を目指さなければならない。」1)

と示されている。 

所属校は，知的障害特別支援学校であり，在籍す

る児童生徒の実態は様々である。 

高等部の生徒指導において，身近なルールを習得

させるために，生徒指導規程に係る授業を年３回実

施している。しかし，所属校で実施した「生徒指導

規程に関する実態調査」（平成29年）の結果では，

「『生徒指導規程』を知らない。」生徒は約71％お

り，「内容を知っているか。」の項目については，

約81％の生徒が「いいえ」と回答している。 

高等部では，基本的生活習慣である服装や挨拶等

の指導を行っているが，一部の生徒において，服装

の乱れや自ら進んで挨拶ができない現状がある。ま

た，問題行動も，これまでの所属校では考えにくい

内容の案件が発生している。 

所属校の生徒は，生徒指導規程に示されたルール

について，理解しきれず，ルールを守ろうとするこ

とが内面的に自覚できていない状況であり，実際の

生活に生かされていないと考える。 

「21年解説」では，「知的障害のある生徒の学習

上の特性としては，学習によって得た知識や技能が

断片的になりやすく，実際の生活の場で応用されに

くい」2)と示されている。 

これらのことから，知的障害のある生徒がルール

を理解して，生活に生かすためには，知的障害のあ

る生徒の学習上の特性に応じた指導・支援を通した

生徒指導を工夫することが重要であると考え，本研

究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ ルールを守り生活に生かす力とは 
(1) ルール 

研究の要約 

本研究は，知的障害のある生徒がルールを守り生活に生かす力を育むことを追究したものである。所

属校の高等部に在籍する知的障害のある生徒は，生徒指導規程に示されたルール等について指導された

ことを理解しきれず，ルールを守ることが内面的に自覚できていない状況があることが分かった。文献

研究から，知的障害のある生徒には，実生活に関連付けた内容の絵，写真及び具体物を提示したり，動

作化させたりすることが社会生活上のルールの理解を促す指導・支援として重要であることが分かっ

た。そこで，生徒指導において，知的障害のある生徒の学習上の特性を踏まえ，生徒指導規程をイラス

ト及び動画を用いて視覚化し，自らの行動と関連付けて体験的に学ぶロールプレイを通した指導・支援

を実施した。その結果，知的障害のある生徒に，ルールを守ることを意識した行動，学んだルールを生

活に生かす場面が見られた。このことから，知的障害のある生徒が，ルールを守り，生活に生かす力を

育むための指導・支援として生徒指導規程を視覚的に理解させ，自らの行動と関連付けて考えさせる指

導が，有効であることが分かった。 
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 生徒指導提要（平成22年）では，生徒が社会の一

員として生活を営む上で必要なルールやマナーを習

得するために，「社会生活上のルールやモラルの意

義について考える機会」「正義感や公正さを重んじ

る心」「自律・自制の心などの大切さについて理解

させること」の必要性が示されている。 

八並光俊，國分康孝（2008）は，ルールについて

「集団の秩序を維持するために，その集団内の人々

の行動などを規制するものではなく，人々がお互い

を尊重し，円滑な人間関係を築き，お互いの生活を

より豊かなものにするもの」3)と述べている。ま

た，人々が社会で生きていくためには，「ルールを

守る態度」を身に付ける必要があると述べている。 

赤坂真二（2016）は，人間が二人以上集まれば，

考え方や行動様式の違いが必ずでき，それぞれが好

き勝手なことをすれば，お互いが嫌な思いをするこ

とになるため，お互いが，気持ちよく過ごしていく

ために，ルールは必要になると述べている。 

向後利昭（2013）は，社会に出ると，家でのルー

ル，学校のルール，交通のルール等，気を付けなけ

ればいけないルールがたくさんあり，安全に毎日を

過ごすために必要となると述べている。 

 これらのことから，ルールとは，生徒が社会の一

員として生活を営む上で，一人一人がお互いを尊重

し，円滑な人間関係を築き，気持ちよく生活してい

くために必要となるものと考える。 

(2) 「ルールを守ること」 

生徒指導提要（平成22年）では，「校則に基づき

指導を行う場合は，一人一人の児童生徒に応じて適

切な指導を行うとともに，児童生徒の内面的な自覚

を促し，校則を自分のものとしてとらえ，自主的に

守るように指導を行っていくことが重要」4)である

と示されている。 

生徒指導のてびき改訂版（平成22年，以下「てび

き」とする。）では，校則の指導に当たり「児童生

徒が校則等を自分のものとしてとらえ，自主的・自

律的に学校生活を送る態度を育てる，という観点か

らの指導に努めることが大切です。」5)と示されて

いる。また，「児童生徒自らが校則を守っていこう

とする意識を育てることが大切です。」6)と示され

ている。加えて，校則のことを「それぞれの学校で

定められている学校内外の生活に関する『規程』の

こと」7)と示されている。 

赤坂真二（2016）は，ルールを守らせるには，ま

ずその必要性を理解させることが大切と述べ，法律

やルールの必要性や守ることの意義を理解すると，

どんな集団であっても，法律やルールは徹底されて

いくと述べている。 

これらのことから，「ルールを守ること」とは，

単に，ルールを守るだけでなく，生徒一人一人が

ルールの必要性や守ることの意義を理解して，内面

的に自覚し，自律的にルールを守ろうとする状態の

ことであると考える。 

また，生徒指導規程とは，学校内外の生活に関す

る「校則」と捉え，示された内容をルールと示し，

生徒指導規程を通して，ルールについて指導を行っ

ていく。 

(3) 「生活に生かすこと」 

「てびき」では，「校則は，あらゆる機会をとら

えて，実際の生活場面に即して，内容を再確認させ

理解を深めることが大切です。」8)と示されてい

る。 

安齊淳子（2001）は，「生活に生かす」というこ

とは，生活経験を含め，身に付けた知識や技能，考

え方を日常生活の様々な場面で積極的に活用するこ

とであり，「やってみよう」という意欲だけでなく

「もっとよいやり方を考えてみよう」という工夫を

含むものであると述べている。 

上岡一世（2017）は,「般化するためには，でき

るようになったことや，身につけたスキルを実際場

面で使う成功体験学習が必要」9)と述べている。ま

た，「できるようになったことや身につけたスキル

が実際の生活で使える体験をすると，生活に自信が

出てきますし，もっとできることを増やそう，スキ

ルを高めようとするようにもなります。」10)と述べ

ている。 

 これらのことから「生活に生かすこと」とは，学

んだことを繰り返し行うだけでなく，意識的に実際

の生活場面で生かそうと行動することと考える。 

また，「ルールを守り生活に生かす力」を「生徒

がルールの必要性や守る意義を理解し，ルールを守

ろうと内面的に自覚することによって，意識的に実

際の生活の場に生かそうと行動する力」と考える。 

 

２ 知的障害の特性と指導・支援 
「21年解説」では，「知的障害のある生徒の学習

上の特性としては，学習によって得た知識や技能が

断片的になりやすく，実際の生活の場で応用されに

くいことや，成功経験が少ないことなどにより，主

体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていないこ

となどが挙げられる。」11)と示され，教育的対応と

して「生徒の興味・関心や得意な面を考慮し，教
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材・教具等を工夫するとともに，目的が達成しやす

いように，段階的な指導を行うなどして，生徒の学

習活動への意欲が育つよう指導する。」12)と示され

ている。 

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課（平成

25年）は，知的障害のある生徒の，学習上又は生活

上の困難を改善・克服するための配慮として，「で

きるだけ実生活につながる技術や態度を身に付けら

れるようにするとともに，社会生活上の規範やルー

ルの理解を促すための指導を行う。」13)と示してい

る。また，知的発達の遅れに応じた分かりやすい指

示や教材・教具の工夫として，場合による話し方の

工夫，動作化及び視覚化の活用，絵カードや文字

カードの活用を挙げている。 

向後利昭（2013）は，知的障害のある児童生徒の

主な特徴について，ルールを身に付けることに時間

が掛かり，守ることが難しい場面もあると述べてい

る。 

本保恭子・中内みさ・東俊一・青山新吾・西崎博

子（2012）は，記憶には，短期記憶と長期記憶があ

り，知的障害のある児童生徒は，短期記憶に課題が

あり，記憶することが求められる刺激が文字や数字

などのより抽象的な符号的情報の場合，特に困難が

生じると述べている。また，絵，写真，具体物及び

空間位置の情報などについては，符号的情報の記憶

と比較して大きな落ち込みはないと述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒に授業の

内容や目的を分かりやすく伝えるために，できるだ

け実生活に関連付けた内容の絵，写真及び具体物を

提示したり，動作化させたりするなど，社会生活上

の規範やルールの理解を促すための指導・支援を段

階的に行い，意図的に成功体験を繰り返し積ませる

ことが重要であると考える。 

このことにより，生徒は，自らの行動と関連付け

て考えることができ，ルールを内面的に自覚するこ

とが可能となると考える。 

 

３ 知的障害のある生徒のルールを守り生活

に生かす力を育む指導・支援 
(1) 視覚的支援の有効性 

竹野政彦・田中由紀子・門西昭臣（平成25年）

は，動作を伴う学習や視覚的支援等の指導・支援の

方法は，目的とする活動を生起しやすくするための

環境的配慮のことであり，知的障害のある児童生徒

にとっても効果的であると述べている。 

教育の情報化に関する手引（平成22年）では，知

的障害である児童生徒の学習において，「情報機器

は双方向的な関わりがしやすく（インタラクティブ

性），視覚的，聴覚的にも多様な表現ができるた

め，児童生徒が関心をもちやすく，活用を工夫する

ことで有効な教材・教具となる。」14)と示されてい

る。 

 伊藤しのぶ（2013）は，言葉を聞いただけでは理

解することが難しい生徒に対して，視聴覚機器を用

いることで，「わかる・できる」につながったと述

べている。また，生徒が実際に視聴覚機器を使うこ

とで，「やってみたい」という意欲を引き出すこと

ができると述べている。 

これらのことから，情報機器及び視聴覚機器を用

いることや，絵や写真等の視覚的支援は，生徒に興

味・関心をもたせることができ，ルールを理解させ

ることに有効であると考える。 

(2) ロールプレイの有効性 

向後礼子・山本智子（2014）は，ロールプレイで

は，実際の場面に即した事例を設定し，異なる立場

の役割を演じる疑似体験を通して，「自分とは異

なった個性や考え方をもつ生徒について理解を深め

る」15)「相手の考えや感情の動きを捉えることのむ

ずかしさを理解する」16)「やりとりを通して状況が

変化することを体験的に理解する」17)と述べてい

る。 

橋本正巳（平成24年）は，知的障害のある生徒に

対して，望ましい行動提示のポイントとして，「百

聞は一見にしかず。百見は一体験にしかず。」18)と

述べ，言葉での説明より，視覚提示の方が分かりや

すく，視覚提示を行い，体験を通して理解する方が

より効果的であると述べている。 

 福島喜代子（2007）は，ソーシャル・スキルズ・

トレーニング（SST）は，児童生徒に必要な知識を

与え，ロールプレイなどを通して実際にやってみる

ことができるように支援の順序とコツを定め，構造

化した支援の方法であると述べている。 

 久貝興徳（2009）は，実際の生きた場面とロール

プレイの題材が一致すると理解度が増し，般化（練

習で学んだ技能を実際の生活場面で使えるようにな

ること）するチャンスが大きくなると述べている。 

 これらのことから，知的障害のある生徒におい

て，授業にロールプレイを取り入れることは，ルー

ルを守ることを自らの行動と関連付けて体験するこ

とができ，知識を習得することに有効であると考え

る。 

 したがって，生徒指導規程に示されたルールにつ
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いて，視覚的支援だけでなく，ロールプレイと併せ

て指導を行うことは，知的障害のある生徒のルール

を守り生活に生かす力を育むために有効であると考

える。 

 

Ⅲ 研究の目的 
 本研究は，知的障害のある生徒がルールを守り生

活に生かす力を育むため，生徒指導規程を視覚的に

理解させ自らの行動を考えさせる指導を行うととも

に知的障害特別支援学校における生徒指導の在り方

を明らかにする。 

本研究の研究構想図を図１に示す。ロールプレイ

では，視覚的に理解させた内容を，体験を通して

ルールを内面的に自覚させるために，段階的に繰り

返し指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 研究構想図 

 

Ⅳ 研究の仮説及び検証の視点と方法 
 

１ 研究の仮説 
生徒指導規程を視覚的に理解させ，自らの行動と

関連付けて考えさせる指導を行えば，知的障害のあ

る生徒がルールを守り生活に生かす力を育むことが

できるであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 
検証の視点と方法について表１に示す。 

表１ 検証の視点と方法 
検証の視点 検証の方法 

「ルールを守ること」を意識
した行動が見られたか。 

・学校・家でのルールやきまりに
ついてのアンケート 

・行動観察 

・授業における記述等 

生活に生かす行動が見られた
か。 

・見てみよう！自分の服装チェッ

クシート 
・行動観察 
・授業における記述等 

 

３ 生徒の実態 

 本研究に係る対象生徒は，知的障害単一障害学級

に所属する男子生徒３名とする。各生徒の実態を，

表２に示す。 

 
表２ 生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ アンケート 

アンケートは，「群馬県総合教育センター積極的

な生徒指導調査研究チーム」（平成18年）が作成し

た「学校・家でのルールや決まりについてのアン

ケート―小学校用―」，独立行政法人高齢・障害者

雇用支援機構障害者職業総合センター（2009）が作

成した「就労支援のための訓練生用チェックリス

ト」及び大臣官房人事課（平成21年）が作成した

「接遇マニュアル」を参考に，所属校の実態に応じ

て作成したものを使用する。また，行動観察の視点

は，特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（平

成21年）第６章３「人間関係の形成」と６「コミュ

ニケーション」を参考にして，久山由弥子（平成27

年）が作成したものを，さらに参考に所属校の実態

に応じて作成し使用する。 

〇 調査日 事前 平成29年11月30日 

事後 平成29年12月22日 

生徒 実態 

Ａ 

〇生徒指導規程を知らず，内容を理解できていない。 

〇服装を整えることができるが，自分で着崩してしまうことがある。 
〇リーダーとなり，積極的に授業に参加できるが，恥ずかしくなる
と，前に立ち発表することが難しくなる。 

〇友だち同士で，コミュニケーションをとることができる。 
〇気に入らないことがあると，言動が荒くなることがある。 

Ｂ 

〇生徒指導規程の内容を，「いじめについて」と回答した。 
〇着替え終わった際に，シャツがズボンから出ていることが多くあ
る。 

〇服装を直すとき，鏡を使って，背中側を確認することが難しい。 
〇周りの生徒に影響されず，積極的に授業に参加できる。 
〇友だち同士で，コミュニケーションをとることができる。 

Ｃ 

〇生徒指導規程を知らず，内容を理解できていない。 

〇服装の乱れを指摘されると，自分で直すことができる。 
〇ネクタイやシャツ等について意識しているが，正しく整えることがで
きていないことがある。 

〇襟の部分など，細かい服装の乱れを自分で気付くことが難しい。 
〇生徒Ａの行動に影響されやすく，積極的に参加できないときがある。 
〇友だち同士で，コミュニケーションをとることができる。 
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〇 対 象 所属校高等部第１学年６組（生徒Ａ・

生徒Ｂ・生徒Ｃ計３名） 

〇 表 題 

・「学校・家でのルールやきまりについてのアン

ケート」 

・「見てみよう！自分の服装チェックシート」 

〇 構 成  

・ルールを守ること（45問） 

 ・生活に生かすこと（18問）  

〇 分析の方法  

生徒の回答を表３のように点数化し，項目ごと

に合計得点を算出する。得点が高いほど当該傾向

が高いことを示す。研究授業前後の合計点数を比

較する。 

 
表３ 点数表 

 

 

 

 

 

 

５ 行動観察 

〇 調査日 平成29年12月１日～平成30年１月11日 

〇 対 象 所属校高等部第１学年６組（生徒Ａ・

生徒Ｂ・生徒Ｃ計３名） 

〇 分析の方法 

  授業中及び授業後の生徒の行動を観察し，言動

や行動を視点に沿って記録する。行動観察の視点

と内容を表４に示す。 

 

表４ 行動観察の視点と内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究授業 
 

１ 研究授業の内容 
〇 期 間 平成29年12月１日～平成29年12月22日 

〇 対 象 所属校高等部第１学年６組（８名） 

〇 領 域 特別活動 

〇 題材名 「望ましい生活習慣―正しい服装を身

に付けよう―」 

〇 目 標 

・生徒指導規程に示された服装のルールを適切に 

理解することができる。 

・ロールプレイを通して，自らの行動と関連付け 

て，正しい服装を理解することができる。 

〇 指導計画（全８時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究授業の実際 
 研究授業では，所属校で定める生徒指導規程第２

章「学校生活に関すること」（２）「活動の内容に

応じて，服装を整えること」に関連付け，正しい服

装に焦点を当てて，視覚的支援とロールプレイを併

せて行う指導を通して，ルールを守り生活に生かす

力を育むことをねらった。全授業を通して行った指

導・支援の内容を表５に示す。 

 
表５ 全授業を通して行った指導・支援 

 

 

 

 

 

 

 

次・時 学習活動 指導・支援 

第一次 
第 １ ， ２ 時 

・正しい服装について知る。 
・ロールプレイ１を行う。 
・正しい服装であるか，判断する。 

・情報機器を活用した視

覚的支援 
・ワークシートの活用 
・動画の提示 

第二次 
第 ３ ， ４ 時 

・場に応じた服装について知る。 
・ロールプレイ２を行う。 
・乱した服装に気付き，ロールカー
ドを使用して指摘する。 

・情報機器を活用した視
覚的支援 

・ワークシートの活用 

・ロールカードの活用 
・動画の提示 

第三次 
第 ５ ， ６ 時 

・服装を正す台詞を考えロールカー
ドに記入する。 

・ロールプレイ３を行う。 
・ロールプレイを通して，正しい服
装に気付く。 

・情報機器を活用した視

覚的支援 
・ワークシートの活用 
・ロールカードの活用 

・話型の活用 
・動画の提示 

第四次 
第 ７ ， ８ 時 

・正しい服装について確認する。 
・ロールプレイ４を行う。 
・服装の乱れに気付き，自分の言葉
で指摘する。 

・情報機器を活用した視
覚的支援 

・ワークシートの活用 

・動画の提示 

 

視点 内容 

生活を振り返る行動 服装について，実生活を振り返り，ワークシー

トに記述することができたか。 

生徒指導規程を視覚的

に理解した行動 

生徒指導規程（服装に関すること）に係る問題

について，正解を答えることができたか。ま

た，ワークシートに記述することができたか。 

他の生徒と話合いをすることができたか。 

自らの行動と関連付け

て考えた行動 

ロールプレイ中に，ロールカードの台詞を考え

ることができたか。 

意図的に乱した指導者の服装に気付き，正しい

服装を意識して，指摘することができたか。 

更衣を行うとき，正しい服装を意識し，生徒同

士で指摘し合うことができたか。 

実際の生活に般化した

行動 

授業以外の実生活の中で，学習したことが般化

できているか。 

授業後，学習内容が定着したか。 

 

 

 

 

 

指導・支援 内容 

情報機器を活用した
視覚的支援 

・授業内容をイラストや写真を用いて提示する。 
・アニメーションを用いて，ロールプレイの内容
を提示する。 

ワークシートの活用 

・写真やイラストを活用し，授業内容の確認がで
きるようにする。 

・台詞を考える際に，イラストを提示して，台詞
を考えやすくさせる。 

動画の提示 

・ロールプレイの見本の提示や，生徒のロールプ
レイの様子を提示する。 

・前時の復習の際，生徒のロールプレイの動画を
提示する。 

 

 

回 答 点数 点数（逆転項目） 

あてはまる ４点 １点 

少しあてはま
る  

どちらかというと
あてはまる ３点 ２点 

あまりあては
まらない 

どちらかというと
あてはまらない ２点 ３点 

あてはまらない １点 ４点 
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(1) 第一次 

 正しい服装とはどんな服装であるか，イメージを

もたせるため導入の工夫を行った。スライド及び

ワークシートで，異なる服装の二つのイラストを比

較させる活動を行った。また，ロールプレイ１で

は，指導者が演じる動画を視聴させた後，シナリオ

のあるロールプレイを行わせた。 

(2) 第二次 

 ロールプレイ２では，第一次で行ったロールプレ

イの台詞を，ロールカードを用いて選択させる活動

を通して，場に応じた服装を意識させる構成とし

た。１週間のうち，多く着用する作業服で実施し

た。 

図２に示すように，良い例の台詞と悪い例の台詞

を用意した。ロールカードの種類ごとの動画を提示

し，台詞の内容によって，結末が変化することを理

解させた。生徒に，相手の服装を確認させ，選択さ

せた。さらに，生徒の実態に合わせ，カードの種類

を増やし生徒の思考を深める工夫を行った。 

 

 
図２ ロールカード    良い例の台詞を選択し 

挙手する様子 

 

(3) 第三次 

 ロールプレイ３では，自分で考えた台詞を取り入

れたロールプレイを行わせ，正しい服装に気付かせ

る構成とした。 

場面は，校外学習を想定させ，推奨服で実施し

た。台詞を考えやすくさせるため，前時で使用した

ロールカードの話型を基に，次に示す教材を手掛か

りにして考えさせる活動を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 
授業で用いた話型教材     一人で台詞を考える様子 

 

 

(4) 第四次 

 ロールプレイ４では，正しい服装をより生活の場

で意識できるよう，登場人物を本人に置き換えロー

ルプレイを行う構成とした。 

 場面は，作業学習での更衣を想定し作業服を着用

させて実施した。台詞を自分で考えさせることで，

ルールを守ることをより生活の場面と関連付けられ

るように設定した。 

  

 

 

 

 

 

 
相手の服装を指摘する様子   服装を整える様子 

 

Ⅵ 結果と考察 
 

１ 「ルールを守ること」を意識した行動が

見られたか 
「学校・家でのルールやきまりについてのアン

ケート」を行った結果を図３に示す。 

 

 

 

 

 

 
図３ ルールやきまりについてのアンケートの比較 

 

事前アンケートと事後アンケートを比較した結

果，全ての生徒の得点が上昇した。 

これは，授業を通して，生徒指導規程の内容を理

解することができたからと考える。 

また，第一次から第四次における対象生徒の感想

の変容を表６に示す。 

 

表６ 感想の変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

だらしない

服装だから 

近寄らない

で！ 

シャツが出

ているから 

入れた方が

いいよ。 

悪い例 良い例 

  

生徒 第一次の感想 第四次の感想 

Ａ 

Ｂグループの演技は，こ
えが大きくてよかったで
す。ふくそうについては
ちゃんとしなくちゃとおも
いました。 

ルールをまもってちゃん
としたふくそうでたのしい
学校生活をしようとおもい
ました。 

Ｂ 
せりふも覚えることがで

きた。 

ルールを守って正しい服
装をことがわかりました。 
次回から正しい服装をしま
す。 

Ｃ 
ちょっときんちょうした

けど，きちんということが
できました。 

これからも，ふくそうを
きをつけようとおもいまし
た。 
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第一次では，ロールプレイの感想が中心だった生

徒が，第四次には，ルールを意識した感想や，これ

からの生活の目標等へ記述が変容した。また，生徒

Ｃにおいては，異なる服装の二つの写真を見比べ，

正しい服装の写真を選択し，気付きを発表すること

ができた。 

これは，これまで生徒指導規程を意識していな

かった生徒が，授業を通して，生徒指導規程の内容

である服装についてのルールや，場に応じた服装の

ルールについて意識し始めたからと考える。また，

生徒指導規程の目的も認識することができたからと

考える。 

次に，授業で見られた学級生徒の様子を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学級生徒の様子 

 

対象生徒以外にも，下線部のように，生徒指導規

程の内容を理解し意識した行動が見られた。 

これらのことから，視覚的支援により，生徒指導

規程に示された服装のルールを具体的にイメージさ

せることで，生徒指導規程を理解できていなかった

生徒も内容を理解することができ，「ルールを守る

こと」を意識した行動につながったと考える。 

また，ロールプレイを通して体験的に理解したこ

とで，ルールを内面的に自覚することにつながった

と考える。 

 

２ 生活に生かす行動が見られたか 
(1) 服装チェックシートでの変容 
 

 

 

 

 
 

図４ 「日常生活の変容」の比較 

「見てみよう！自分の服装チェックシート」を得

点化し，研究授業の事前と事後を比較した。結果を

図４に示す。 

生徒Ａ，Ｃは，「日常生活の変容」において上昇

した。 

生徒Ｂは，事前アンケートの結果と比較すると，

身だしなみの項目の「襟が立っていない」「髭が伸

びていない」が「あてはまる」から「どちらかとい

うとあてはまる」になった。 

また，生徒Ｂは，授業中では，意図的に服装を乱

し指摘された後，服装を整える際，鏡を見て服装を

整えようとしたり，シャツが出ていないか気に掛け

たりする姿が見られた。 

 これは，授業を通して，正しい服装の着方につい

て理解することができ，自分の服装が乱れていたこ

とに気付くことができたからと考える。 

(2) ルールを生活の場に生かそうとした行動 

ルールを生活の場に生かそうとする授業中の生徒

の様子を次に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ルールを生かそうとした生徒の様子 

 

 下線部のように，ルールを生活の場に生かそうと

した姿が見られた。 

 これは，ロールプレイを実際の生活場面に近い内

容の設定としたことで，実生活とロールプレイの場

面が重なり，実生活に生かそうと行動することがで

きたからと考える。 

次に，学んだ服装のルールを実際の生活の場に生

かそうと変容した生徒の行動を表７に示す。 

 

表７ 実際の生活に生かそうとした行動 

 

 

 

 

 

 

 

・服装を指摘する台詞を考える際，指導者が間違えた台詞を
選択すると，正しい台詞へ訂正する様子が見られた。 

・指導者が意図的に乱した服装をすると，服装の乱れに気付
き指摘することができた。 

・ロールカードに台詞を記入させる際，乱れた服装のイラス
トを見ながら，一人で台詞を考える様子が見られた。 

・生徒の服装を見て，指摘する活動をした後，服装を整える
生徒を見て，他の生徒がさりげなく，襟を直してあげる姿
が見られた。 

・悪い例の動画を提示し，指摘された生徒の気持ちを考えさ
せた際，「傷つく」と回答する生徒の様子が見られた。 

・生徒指導規程の内容や，授業で学んだ内容について質問し
た際，第１次から第４次で学んだ服装の内容を記述するこ
とができた。 

 

・服装を整える際，「鏡を見て服装を整えよう。」と言葉掛
けを行う姿が見られた。 

・友だちに，自分の服装を指摘してもらおうとする姿が見ら

れた。 

・ロールカードを用いて，自分の気付いた服装の乱れを伝え

ようとする姿が見られた。 

・鏡を見て，自分の服装を正そうとする姿が見られた。 

・服装の乱れを探し，服装を直してもらおうと何回も自分の

言葉で指摘する姿が見られた。 

 

生徒 指導前の行動 指導後の行動 

Ａ 

他の生徒の服装の乱れ
に関心をもつことがな
く，気付いても指摘する
ことがなかった。 

・作業服から推奨服へ着替える際，生

徒同士で服装の乱れに対して，「鏡
を見て直して。」と指摘する場面が
確認された。 

・生徒Ｃに対して，「ネクタイが変だ
よ。」と優しく指摘する場面が見ら
れた。 

・指導者が「○○君の襟が・・・。」
と言葉掛けを行うと，生徒Ａが他の
生徒を指摘する姿が見られた。 
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このように，授業前後の行動において生徒の変容

が見られた。これは，ロールプレイにより，自らの

行動と関連付けて考えさせる指導を行うことで，生

徒指導規程に示されたルールを自分のこととして捉

え理解し，実際の生活の場で意識的に生かそうとし

たからと考える。 

これらのことから，生徒指導規程を視覚的に理解

させ，自らの行動と関連付けて考えさせる指導は，

知的障害のある生徒がルールを守り生活に生かす力

を育むために有効であったと考える。 

しかし，授業後，１週間経つと意識が薄れてい

き，実際の生活の場でルールを継続的に生かすこと

ができていないことがあった。視覚化した生徒指導

規程を生徒が見える場所に提示したり，他の授業等

で繰り返し活用させたり，実際に守ったときは，肯

定的評価により意識付けたりするなど，思い出させ

る工夫を継続していく必要があると考える。 

 

Ⅶ 研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
〇 知的障害のある生徒に，ルールを守り生活に生

かす力を育ませるために，生徒指導規程を視覚的

に理解させ，自らの行動と関連付けて考えさせる

指導を行うことは有効であることが分かった。 

〇 視覚的支援だけでなくロールプレイを組み合わ

せ，体験的に学ばせることで，ルールを内面的に

自覚することができることが分かった。 

 

２ 研究の課題 
〇 生徒指導規程の他の項目の内容においても指導

ができるように，改善し活用させたい。 

〇 知的障害のある生徒にルールを守り生活に生か

す力を育ませるためには，継続的に取り組む必要

があると考える。今後は，学部又は学年にわたっ

て長期的に自らの行動と関連付け考えさせる指導

を実施していく必要がある。 
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久貝興徳（2009）：「社会生活技能訓練（SST）の実践報告
―精神科病院デイケア・デイナイトケアでの取り組み―」
『地域研究 ５号』沖縄大学地域研究所 

Ｂ 

・授業前は，更衣時
に服装の乱れが
あった。 

・服装の乱れに気付
かず，帰宅するこ
とがあった。 

・自分自身で正しい服装を意識し，服装の
乱れが少なくなった。 

・服装が整えられないときは，指導者にお
願いする場面があった。 

・帰りの会が終わった後，自分でシャツを
入れる姿が見られた。 

Ｃ 
授業前は，更衣時

に服装の乱れがあっ
た。 

・正しい服装を意識し，服装を整えようと
する姿が見られた。 

・服装が整えられないとき，指導者にお願
いする場面があった。 

 

 


